
災害時の備えに向けて、特性や状況にあっ
た支援が求められている

■災害の準備をするうえで困っていること

（障がい種別ごとに、割合の高い回答を抜粋して掲
載しています。）

身体障がい：備蓄を保管するスペースがない

知的障がい：何を備蓄すればいいのかわからない

精神障がい：備蓄を用意する経済的な余裕がない

難 病：備蓄を保管するスペースがない

三鷹市障がい者（児）計画策定のための実態調査結果【概要】
調査名 障がい者調査 障がい児調査 入院中精神障がい者調査 施設入所者調査 医療的ケア児・者調査 高齢障がい者調査

配布数 回収数 2,485 1,327 404 238 143 60 130 100 48 39 202 96

回答率（前回率） 53.4％（37.7％） 58.9％（47.4％） 42.0％（41.8％） 76.9％（78.0％） 81.3％（77.5％） 47.5％（43.8％）

差別の解消・成年後見制度の認知度ＵＰ

■差別を受けたことがある
Ｒ４ Ｒ７

障がい者：32.3％⇒18.6％
障がい児：34.2％⇒31.5％
医ケア ：38.8％⇒17.9％
高 齢 ：21.9％⇒14.6％

■成年後見制度を知っている
Ｒ４ Ｒ７

障がい者：63.6％⇒69.7％
高 齢 ：51.1％⇒63.5％

情報提供は進んでいるが相談先に繋がらない

■情報をどこから入手しているか
Ｒ４ Ｒ７

市役所の窓口 ：15.2％⇒22.0％
障がい者福祉施設のスタッフ：10.4％⇒15.6％
相談支援専門員、ケアマネ ：12.5％⇒21.9％

■どこに相談したらよいかわからない
Ｒ４ Ｒ７

障がい者：18.2％⇒27.7％
障がい児：28.9％⇒35.7％
医ケア ： 9.7％⇒20.5％

基本目標２
互いを理解し、認め合う地域づくり

基本目標３
安心で住みやすいまちづくりの推進

基本目標４
障がいのある人の視点に立った情報の提供
と相談支援の充実

退院希望５割・施設での暮らし希望６割

■退院したい
Ｒ４ Ｒ７

入院精神：59.5％⇒51.7％

■施設にいたい
Ｒ４ Ｒ７

施設入所：63.5％⇒66.0％

■希望する暮らしをする上で心配なこと

・健康に関すること：47.5％
・生活するための資金： 44.5％

多様な働き方の拡充と障がい者雇用の理解促進
が求められている
■障がいのある人が働くために必要だと思うこと

・多様な働き方が広がること：52.3％
・雇う側の理解が進み積極的に

雇うようになること：51.2％

■今働いていないが仕事に就くことを希望

身体障がい：32.9％
知的障がい：29.0％

精神障がい：55.9％
難 病：47.0％

障がい児の事業所・日中活動の場の需要増

■利用したい事業所に空きがない
障がい者： 3.6％

障がい児：32.8％
高 齢： 3.1％

■重点的に進めてほしいこと（障がい児）
Ｒ４ Ｒ７

通所施設やデイケア施設を充実：44.7％⇒54.6％
日中一時支援や移動支援を充実：36.8％⇒49.2％

差別の解消が
進んでいる

成年後見制度の
認知度ＵＰ

特性に応じた災害時の支援が必要

情報の入手は
身近に

いずれも上昇

５割の方が
退院希望

６割を超える方が
施設での

暮らしを希望

相談先の
周知が必要

基本目標５
ライフステージに応じた切れ目のない地域
生活の支援

基本目標７
障がいのある人を支える地域の基盤整備

就労支援の充実が必要
ライフステージ・スタイルに沿った支援が必要

障がい児向けの事業所・日中活動の場の
拡充が求められている

基本目標６
社会参加の推進

精神障がいの方の
就労希望が高い

（資料３）
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